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和歌山県精神保健福祉センターだより ２００７年４月

「 財団法人 和歌山県人権啓発センターの活動について 」

（ 財 ）和歌山県人権啓発センター

当センターは、すべての人の人権が当たり前のこととして尊重される、人権尊重の社会づくりを進めるための最

も重要な取組の一つである啓発活動に取り組む公益法人です。

いたわる心、思いやる心、尊敬する心、愛する心・・。 それらは、とても大切な宝もの。あなたの心の中にあ

る、そんな大切な宝ものを、もっと磨いたり、たくさん集めてもっとキラキラさせてみませんか。そのために、当

センターでは、一人でも多くの皆さんに人権問題への理解を深めていただき、より一層キラキラと輝いていただく

ためのサポートができるようさまざまな活動を行っています。

それでは、それらの主なものについてご紹介します。

第一に、感性に訴える啓発です。押しつけるだけでは人の心は動きません。まず共感を得ることから啓発が始ま

ります。そのために、学びの場として、参加型の研修のワークショップや、講演会等、その時機に合ったテーマを

中心に県内各地で開催し、自ら学んでいただく機会を提供します。さらに、当センターの人権ライブラリーでは人

権に関する各種図書、ビデオ、資料等の閲覧室を設けて、誰もが自主的に学べるようにしています。

次に、機会の提供です。人権について考えるきっかけとしていただくための作文、ポスター、写真、詩の公募を

行い、優れた作品については啓発用資料として広く活用しています。また、当センターの人権ギャラリーにおける

特別展示などを通じて皆さんに人権について考えるきっかけと素材を提供しています。

なお、例年１１月には「ふれあい人権フェスタ」を開催し、人権に関係する各種ＮＰＯ団体等多くの皆さまのご

参加をいただき、身近に人権について楽しい雰囲気の中で、考え、体験し、学んでいただき、人権の大切さを知っ

ていただく機会としています。

特に今年度は、法務省主催の全国フェスタの和歌山会場として実施することになっています。

次に、情報の収集と発信です。各種ＮＰＯ団体や国・県等の動きなどをセンターだより「えるふ」の発行や、ま

た和歌山市を中心に路線バスの車体に当センターの存在、人権標語や人権相談の電話番号等を啓発するため、当セ

ンターのイメージキャラクターのイラストを描いたラッピングバスの運行等を通じて皆さまに情報を発信しています。

また、人権に関するさまざまな相談について電話相談を実施し、相談者の方が主体的に問題を解決できるよう、

適切なアドバイスや専門機関の紹介を行い、毎月第二、第四木曜日には弁護士による法律相談も実施しています。

もちろんこのような活動は、当センターだけでは限界もありますから、各種ＮＰＯ団体の皆さまとの協働、県・

市町村との連携をはじめ、多くの皆様方のご支援があって成り立つものと考えています。今後ともよろしくお願い

申し上げます。

人権センター

住所 ： 和歌山市手平二丁目１－２

県民交流プラザ和歌山ビッグ愛２Ｆ

事務所電話番号 ： ０７３－４３５－５４２０

人権相談専用電話番号 ： ０７３－４２１－７８３０
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「社会的ひきこもり青年の集い及びフリースペース」

ご 紹 介

和歌山県精神保健福祉センターでは、「社会的ひきこもり」の方の居場所の一つとして

「社会的ひきこもり青年の集い及びフリースペース」を平成１９年１月から、毎週火曜日

午後１時～４時の間、プレイルームにて開催しています。

当事者の方が自然な形で、他者との時間や空間を共有できるようになることを目的に、

活動しています。

現在、４名の方が利用しています。ボランティアの方も２名（５月から４名になりま

す）関わってくれています。

ボランティアスタッフ：いつもにこやかな色白イケメン、元気印のお姫さま・・・。

センタースタッフ ：百万ドルの笑顔の美女、２０年前の陣内孝則、野に咲く可憐な

スミレ（あくまで自称ですので、皆さん怒らないで下さい）

現在の活動内容は、茶話会、トランプ、ＵＮＯ、ジェンガ、卓球などを自然な流れの中

で行っています。

メンバーの声：楽しく過ごすことができました。

：他のメンバーと話すことができていいです。 などなど。

４月３日には、初の野外プログラム和歌山城に花見に行きました。お天気に恵まれ、満開

の桜の花に囲まれ、春の季節を満喫しました。

スタッフの声：桜の花に迫力があり、美しさに圧倒されました。しかし、歩くのには

少々疲れました・・・。

現在、利用者を募っております。事前にご連絡を頂き、スタッフが面接させて頂いた上で

の利用となります。お気軽にご利用下さい。

（イメージ写真です）
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和歌山障害者職業センターにおける就労支援

～ 精神障害者総合雇用支援の概要 ～

◎ 精神障害者総合雇用支援とは

精神障害のある方（以下「支援対象者」）及び、雇用しようとする又は雇用している事業主の

方に対して、主治医との連携のもとで、雇用促進・職場復帰・雇用継続のための専門的な支援を

行います。

精神障害のある方【精神障害者保健福祉手帳や医師の診断書等により、躁うつ病、統合失調症
その他の精神性疾患を有していることが確認できる方】

雇 用 前 雇 用 後

〈新規雇用・就職に関するニーズ〉 〈職場復帰に関するニーズ〉 〈雇用継続に関するニーズ〉

・企業で働きたい。 ・休職している会社に復帰した ・職場の人間関係で困っている。
・就職に必要な力を身につけた いが、以前のように仕事がで ・このまま働き続けたいが…。

い。 きるか不安。体力低下も心配。

雇用促進支援 職場復帰支援 雇用継続支援
◆ 就職準備支援 ◆ リワーク支援 ◆ ジョブコーチ支援

（自立支援カリキュラム）
◆ ジョブコーチ支援

◆ 就職準備支援（自立支援カリキュラム）

作業支援のほか、対人技能訓練などを通して、障害特性に配慮して基本的な労働習慣の体得、

対人技能等の習得のための支援を行います。また、事業所見学や職業講話などを通じて、職業に

関する知識の習得のための支援を行います。〈 期間：１２週間以内 〉

◆ ジョブコーチ支援

雇用にあたって作業習得や職場でのコミュニケーションに不安がある、雇用後に労働習慣や人

間関係の立て直しが必要になった等、事業所内での職場適応に課題がある場合に、課題の改善を

図るための個別計画を立て、ジョブコーチを派遣することにより直接的に支援を行います。

〈 期間：１～７ヶ月の範囲 〉
◆ リワーク支援

休職中の支援対象者の方がスムーズに職場復帰（リワーク）できるよう、主治医や事業主との

連携のもと、センター内での支援や復帰予定の職場での作業体験（リハビリ出勤支援）を通じて、

職業生活リズムの構築、職場復帰への不安の軽減などの支援を行います。

〈 期間：概ね１２～１６週間 〉

・生活リズムの構築及び通所等に必要な基礎的な体力の向上

・作業遂行に必要な集中力、持続力等の向上

・ストレス場面での気分、体調の自己管理及び対人技能の習得

※ 和歌山障害者職業センターは、「働きたい」という障害者の思いに応えられるよう、関係機関

との連携を図りながら、取り組んでまいります。

※ ご利用の際は主治医とご相談のうえ、あらかじめ電話・ＦＡＸ等でご連絡ください。

【 T E L ： ０７３（４７２）３２３３ ／ FAX ：０７３（４７４）３０６９ 】
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平成１９年度研修等年間予定表

和歌山県精神保健福祉センター

研修等予定月 研 修 名 等 研 修 等 対 象 者

H19年 ６月 こころのレスキュー隊隊員実践研修 こころのレスキュー隊隊員

精神保健福祉新任者研修 精神保健福祉業務に従事して概ね５年以内の担当者

セルフヘルプセミナー 各団体当事者及び一般県民

７月 こころのレスキュー隊隊員基礎研修 精神医療保健福祉の専門職員、教職員等関係機関職員

うつ・自殺予防対策シンポジウム 一般県民

講演会（精神保健福祉協会） 一般県民

８月 こころのレスキュー隊隊員基礎・実践研修 全国のＣＲＴ関係者

思春期精神保健福祉研修 関係機関職員（教育機関も含む）

嗜癖関連問題研修 精神保健福祉関係者

９月 こころのレスキュー隊隊員実践研修 こころのレスキュー隊隊員及び仮登録者

社会復帰関連研修 関係機関職員

こころの健康講座 一般県民

１０月 うつ・自殺予防対策研修 関係機関職員

社会的ひきこもり講演会 一般県民

精神保健福祉専門研修 精神保健福祉の専門職員

交流ロビー展 精神保健福祉団体、一般県民

１１月 うつ・自殺予防対策研修 関係機関職員

わかやまこころのフェスティバル 一般県民

精神障害者ソフトバレーボール大会 選手は精神障害者福祉手帳保持者又は同等の障害を

(精神保健福祉協会) 持つ者・ボランティアは一般募集

H20年 １月 ひきこもりサポート研修 ひきこもり支援関係者

精神保健福祉専門研修 精神保健福祉の専門職員

２月 こころの健康講座 一般県民

ひきこもり当事者の集い（毎週火曜日）

ひきこもり家族の集い（5月・7月・9月・11月・1月・3月） ひきこもりの子どもをもつ親

社会的ひきこもり者家族教室（５回／１２月～２月） ひきこもりの子どもをもつ親
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和歌山メンタルヘルスニュース

県内の精神保健福祉関連の最新情報と当センターの活動をお知らせします。

社会的ひきこもり者家族教室

１月１５日（月）に大学生の野中孝夫さんを講師に、「子

どもから親に伝えたいこと」をテーマに行い、１５名の参

加がありました。

また、１月２９日（月）には、精神保健福祉センターの

尾﨑則子主査を講師に、「ご家族へのガイドライン」をテー

マに行い、１３名の参加がありました。

こころのレスキュー隊隊員実践研修

１月２０日（土）にビッグ愛にて開催しました。「情報管

理と情報発信」についての講義及び４グループに分かれて

のグループワークを実施し、保護者向けの心理教育用配布

資料を作成しました。２８名の受講がありました。

２月２５日（日）には、ビッグ愛で「学校への緊急支援

―こころのケアと配慮すべき点」についての講義と、５グ

ループに分かれてのグループワークを実施し、教員、保護

者、生徒への心理教育のための資料作りと発表を行いまし

た。３５名の受講がありました。

社会的ひきこもり青年の集い及びフリースペース

１月２３日（火）から、精神保健福祉センターのプレイル

ームで毎火曜日の午後１時から４時の間、開催しています。

現在４名程度の参加者があり、ミーティングやゲームなど

を行いゆっくりと過ごしています。多くの当事者の方に参

加して頂けたらと思っています。心当たりのある方にご紹

介頂けたらと思います。

社会的ひきこもり講演会

２月１７日（土）に有田振興局会議室において一般県民

向けに行いました。第１部が「社会的ひきこもりとは」を

テーマに和歌山大学保健管理センター所長の宮西照夫先生

に、第２部が「社会現象として見た社会的ひきこもり」を

テーマに毎日新聞記者の村瀬達男先生に、講演をして頂き

ました。大勢の方に参加して頂き、実りのある講演会とな

りました。

こころの健康講座

２月２１日（水）に、和歌山県子ども・障害者相談セン

ターにおいて、「日常ストレスにおける対処法」というテー

マで、黒川内科（心療内科）院長、黒川順夫氏を講師に講

演会を開催しました。約７０名の受講がありました。心理

テストや、主人在宅ストレス度チェックリストなどの演習

を交えながら、日常生活におけるストレスへの対処法につ

いて学びました。

嗜癖関連問題研修

３月３日（土）にビッグ愛会議室において一般県民向け

に行いました。第１部が「ギャンブル依存症の疾病と理解」

をテーマに北海道立精神保健福祉センター所長の田辺等先

生に、第２部が「ＧＡ、ギャマノン当事者による体験談」

を各当事者にして頂きました。参加者の反響もすばらしく、

「是非継続して周知して欲しい」との声が多数聞かれまし

た。

精神保健福祉に関する図書
・ビデオを貸し出しています。

（無料）
貸し出し期間は

３週間以内です。
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精神保健福祉の第一線で働く関係スタッフの紹介コーナーです。

今回は、ピア下津作業所の梅本幸さんです。

はーとふるネットワーク

― ピア下津作業所での勤務はどれくらいになりますか？

この４月で４年目を迎えます。あっという間です。

― 相談員になられたきっかけは？

大学で精神保健福祉を専攻していました。４回生になり、

就職をどうするかと考えたとき、〈私〉を必要としてくれる

仕事に就きたいと思い、この仕事を選びました。住み慣れ

た和歌山での就職先を探していたところ、ピア下津作業所

で職員を募集していたので、運よく？採用してもらえるこ

とになりました。ピアとの出会いは何かの縁だったのだと

思います。

― この仕事をしていて良かったと思う時はどんなときですか？

利用者さんが作業所にやってきて、笑顔で「また明日！」

と言って帰って行った時です。作業所に来てよかったなぁ

と思ってもらえることが、なによりも嬉しいです。また、

本当にいろんな人との出会いふれあいがあり、それもこの

仕事の醍醐味かと思います ^ ^

― 仕事で苦労する点はどのようなことですか？

いろいろとあるのですが、今一番頭が痛いのは作業所内

の整理整頓です。ピアには収納庫や押入れなどの収納スペ

ースがないので、いろいろと工夫しながら、どんどん増え

てくる荷物を保管しているのですが、雑然とした雰囲気が

あり、自分ではまだ納得がいっていません。もっとうまく

整理できないかと悩んでいます。事務所はもっとひどく、

今は書類などでごったがえしています ^_^;

― ピア下津作業所のPRを一言お願いします。

ピア下津作業所は、平成１５年１０月１日から精神に障

害をもつ方の作業所として、海南市下津町で活動していま

す。作業所で作ったクッキーは、海南市の保育所で園児の

おやつとして定期的に注文をいただいています。園児も安

心して食べられる、無添加手作り優しい味のクッキーです。

作業所はとても静かなところに位置しており、のんびりし

た雰囲気で、春は下津町内全体にみかんの花の良い香りに

包まれます。

― 休日はどのように過ごされていますか？

ショッピングに行ったり、映画を観たりして過ごしてい

ます。スノボも好きなのですが、この冬は残念ながら一度

も行けませんでした。来年はいっぱい、スノボに行きたいな♪

― 今後の抱負を教えて下さい。

もっといろんなことを経験し学習して、知識と技術のあ

る、頼れる人間になりたいです。また、いつでも元気で明

るくありたいです。みんなが笑顔で集まってくる、そんな

作業所にしていきたい！

―梅本さんから、次の方のご紹介をお願いします。

和歌山県共同作業所連絡会（わされん）つながりで知り

合った、南紀ひまわり作業所の日浦頼和さんを紹介します。

似たような境遇でがんばっておられ、話しをさせていただ

くといつも勉強になります。こういうのは苦手なのですが

…と言いながらも引き受けてくださった日浦さんに感謝い

たします！よろしくお願いします ^ ^

社会的ひきこもり 青年の集い

日 時 ： 毎月第４火曜日 午後１時～４時

場 所 ： 県精神保健福祉センター プレイルーム

内 容 ： ミーティングやゲームなどを行います

社会的ひきこもり フリースペース

日 時 ： 毎週火曜日 午後１時～４時

※ 但し第４火曜日は除く

場 所 ： 県精神保健福祉センター プレイルーム

内 容 ： 居場所の提供をしております

編集後記

新年度、バタバタバタ・・・。あわただしく日が過ぎていく中で、１本の映画をみました。「サン・ジャックへの道」。フランスから

スペインへ、美しい自然と文化遺産の溢れる巡礼路、聖地サンティアゴ（サン・ジャック）までの１５００キロを歩く旅。“人生って

捨てたもんじゃない”を実感しました。

和歌山県精神保健福祉センター
〒640-8319 和歌山市手平二丁目１番２号 県民交流プラザ“和歌山ビッグ愛”２階

5（０７３）４３５－５１９４ ＦＡＸ（０７３）４３５－５１９３

http://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/040400/050301/
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